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なぜスナック？
宍戸常寿「スナック・風適法・憲法」
「スナックとは様々な主体が様々な事情で出入
りし、その周辺の主体がその存在に関心を持た
ざるを得ない「場」である。そして、この
「場」について、諸々の自由・利益をどのよう
に適切に調整してその機能を正しく発揮させる
かという問題は、実は法制度にとってはいささ
か手強い部類に属する。」
「実は、このような規制の困難な「場」である
という意味で、法制度の観点からみれば、ス
ナックはTwitter、Facebook等のSNSに近
い。」
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ＤＰＦ規制の進展
独占禁止法
電気通信事業法（域外適用、外部送信規律、特定利
用者情報）
ＤＰＦ取引透明化法
取引ＤＰＦ消費者保護法
アプリストア法
情報流通プラットフォーム対処法（←プロ責法）
個人情報保護法…？
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アジャイルガバナンス

3https://www.meti.go.jp/press/2022/08/20220808001/20220808001.html



アジャイルガバナンス

4https://www.meti.go.jp/press/2022/08/20220808001/20220808001.html



デジタル行財政改革会議

5https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_gyozaikaikaku/kaigi8/gijishidai8.html



デジタル行財政改革会議
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言いたいこと

デジタル社会における「データに関する権
利」の位置付け
法秩序全体の中での個人情報保護法の役割
の再定義
1事業者－1サービス－1消費者・労働者を
超えるデータ流通・活用の世界のガバナン
ス
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ご清聴ありがとうございました。
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